
 

産卵時の様子 孵化したオタマジャクシ 変態終了時の幼体 

報道関係 各位 

202３年 ７月  ３日 

AQUARIUM×ART átoa 

アトアで生まれたアカメアマガエルを展示します！ 

 
AQUARIUM×ART átoa（神戸市中央区）では、展示水槽内で生まれたアカメアマガエルの幼体を展

示します。 
アカメアマガエルは、その名の通りに赤い目と、体

側の青や黄色の鮮やかな体色が特徴的な樹上性のカエ
ルです。アトアでは昨年の 6 月ごろにはじめての産卵
が確認され、続いて今年４月中旬に 2 度目の産卵が確
認されました。展示水槽内には同居魚がおり、オタマ
ジャクシに十分に餌を与える事ができないため、前回
同様バックヤードにて孵化したオタマジャクシを育て
ました。オタマジャクシは 1 番早い個体で５月中旬に
後ろ足が生え、その１０日後には前足が生えて上陸を
始めました。 
成体との餌サイズの違いなど、成体と同じ大きさに成長するまでは、常設水槽での同居展示が難しい

ため、今回は特別水槽を設置し順調に成長している幼体を期間限定で展示致します。成体との大きさの
違いと少しずつ成長していく様子をぜひご覧ください。 

 

1．展示開始日時：２０２３年７月１３０日（木月） 
2．展示場所：アトア 2階 ELEMENTS 
3．観覧料：無料 ※átoa入場料が必要です。 
4．展示生物：アカメアマガエル（幼体） １０個体 
※展示期間は概ね 1か月を予定していますが、生物の状態より予告なく展示を終了する場合がございま
す。予めご了承ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  



 
【アカメアマガエルとは】 
夜行性のカエルで、日中は葉の裏側などにぴったりと張り付き、四肢を折りたたむことで表面積を減

らし乾燥を防いでいます。日が沈むと活動を開始し、主に昆虫などを食べています。多くのカエルは、
水中に直接、卵を産みますがアカメアマガエルは水場の上に垂れ下がった葉の裏などに産卵します。 

 
 
                   
 

                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

【取材をご希望される報道関係者のみなさま】 
*アカメアマガエルは夜行性のため、起きている姿を撮影希望される場合は夜間の来館をお勧めします。
（ご相談下さい） 
 

本件に関するお問い合わせ 

AQUARIUM×ART átoa  担当： 中山・山本 

E-mail：press-atoa@aquament.co.jp 

TEL:078-771-9394  FAX:050-3156-3232 

 

夜間に活動中のアカメアマガエル 

昼間に休息中のアカメアマガエル 

tel:078-000-0000

